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２. 講師

１. カリキュラム

オンライン講義

＠宮城県仙台市

８/５ ８/６ ��:��～��:��＆

一般社団法人グローカル
交流推進機構　理事長 土井　勉

　「総合交通政策とまちづく
り」を専門とし、交通政策や
都市行政に関わる行政委員
等を多数歴任。クロスセクター
効果等の研究論文も多数。技
術士（建設）、博士（工学）

全日程

八戸市総合政策部
政策推進課 相模  将喜

　「八戸ポータルミュージア
ムはっち」の整備等に携わっ
た後、交通政策担当に。広域
的な交通計画の策定やＩＣ
カード・データ分析システム
の導入も担当。

オンライン講義

株式会社バイタルリード
代表取締役 森山 昌幸

　地方部の暮らしを守る持
続可能な地域公共交通の実
現に向けて、コンサルタント
とITソフトウェアを融合した
ソリューションを提供。技術
士（建設）、博士（工学）

全日程

合同会社萬創社代表社員
名古屋大学客員准教授 福本 雅之

　専門は地域公共交通政策。
自治体の地域公共交通政策
の実施に関して、調査分析、
計画策定、評価改善などの実
務を支援。博士（環境学）、名
古屋大学客員准教授。

全日程

NPO法人いわて地域づくり
支援センター  常務理事 若菜  千穂

　東北の農山村を中心に地
域公共交通の再構築に取り
組むとともに、住民主体の地
域づくり支援も多数実施。東
北運輸局、北信越運輸局アド
バイザー、博士（農学）

コーディネーター

株式会社ばとん
代表取締役 遠藤  智栄

　地域づくり支援、人材育成、
組織開発、防災復興支援、NPO
支援を行う。市民協働、共創型
ワークショップ、ビジョン計画策
定、政策への市民参画でのファ
シリテーターとしても活動。

　３種類の研修を提供します。オンライン講義のみの受講も可能です。ただし、ワーク研修、実地研修を受講するには
その直前の研修を受講していることが条件となります。実地研修は２か所どちらか、もしくは両方受講いただけます。

 中山間地域では路線バスの減便、タクシーの廃業、公共ライドシェアや住民による送迎
サービスなど地域交通は多様化しており、複数の交通モードの組み合わせや調整が重要
になってきます。加えて、「交通事業」にとどまらず「まちづくり」という広い視点も
必要になります。そこで、多様な交通モードの組み合わせを作ること（≒リ・デザイ
ン）、さらに多様な関係者の利害を調整しながら意識・意欲を醸成し、合意形成を行う
能力向上やスキルを育成することを目的とした講座を開催します。

【定員30名】

【定員10名】

オンライン講義１

地域を元気にする
交通　デザイン講座
開催します

NPO法人
いわて地域づくり支援センター
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【定員10名】
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公共ライドシェア

地域運営組織

中山間地域対策
AI デマンド

対話型研修

OJT 研修

Re

０から
学べる 初級編 基礎から

実践まで



　オンライン講義ではブレイクアウトルームになるワークを予定し
ているため、お一人様ずつお申し込みください。フォームが使用で
きない等がありましたら、下記お問合せ先までご連絡ください。

NPO法人いわて地域づくり支援センター
岩手県紫波郡紫波町日詰西 6-1-8-2F
TEL：019-681-8955 MAIL：iwacen_2005@iwa-c.net主催・お問合せ先

３. タイムスケジュール

お申し込み先

(1)オンライン講義

※内容は変更する場合があります。

１
回
目

２
回
目
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15分

15分

10分 10分35分 50分 20分

開会式
オリエン

テーション
講義１　若菜  千穂

「まちづくりと交通と
伴走支援」

講義２　土井 勉
「交通激動期を支える

交通哲学」

意
見
交
換

※ブレイクアウトルームでの参加者同士の意見交換（おひとり１台のPCでの参加をお願いします。）

※

※ ※

※

意
見
交
換

意
見
交
換

意
見
交
換

ディス
カッション

講師紹介
カリキュラム説明
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休
憩
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10分

休
憩
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(2)ワーク研修【定員30名】

(3)実地研修【定員各回10名】
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45分 45分 15分 20分

講義３　森山  昌幸
「多様な主体による　　

　　交通ビジョンの実現」

講義４　福本 雅之
「くらしの視点からつくる

移動手段」

次回以降
の説明
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１
日
目

２
日
目

105分 105分

自己紹介
課題感の明確化と共有

ケーススタディと
ロールプレイング �

ケーススタディと
ロールプレイング  �

イ
ン

イ
ン

ア
ウ
ト

ア
ウ
ト
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165分 180分

お昼 振り返りとディスカッション
次
回
以
降

の
説
明
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１
日
目

２
日
目

60分 165分

乗車やヒアリング等 現場体験

リ・デザイン検討

オリエン
テーリング

イ
ン
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165分 150分 45分

お昼 提案報告会 講評
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会場：宮城県仙台市

会場：山形県庄内町　or　宮城県丸森町

国土交通省　令和８年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト　モビリティ人材・組織育成タイプ活用事業

お申込みフォーム
https://forms.gle/5uz5vRwbhsQF1ztq8
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